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ヒバクシャ国際署名で世界を変えよう！ 
 

 

五
月
二
十
七
日
、
大
阪
原
水
協
第
五
十
五
回
定
期
総
会
が
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
、
団
体
か
ら
七
十
六
名
が
参
加
。
議
案
討
議
、
採
決

の
後
、
土
田
弥
生
・
日
本
原
水
協
事
務
局
長
次
長
か
ら
「
国
連
会
議
に
参
加
し
て
」

の
演
題
で
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
連
で
の
感
動
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

も
紹
介
さ
れ
、
現
在
の
国
際
情
勢
へ
の
確
信
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
代
表
団
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
代
表
団
の
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
討
論 

 
 

活
発
に
討
論
続
く 

  

議
長
は
大
阪
民
医
連
の
廣

川
昂
彦
さ
ん
で
進
め
ら
れ
、

六
名
の
方
が
討
論
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
大
阪
平
和
委
員

会
の
上
羽
治
雄
さ
ん
は
大
阪

市
立
大
学
で
の
軍
学
共
同
を

告
発
。
西
淀
川
労
連
・
矢
野
正

之
さ
ん
は
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
の
住
民
過
半
数
を
目
指

す
取
り
組
み
を
紹
介
。
寝
屋
川

原
爆
被
害
者
の
会
の
山
川
実

英
さ
ん
は
、
「
大
阪
府
内
で
は

二
十
二
市
に
し
か
被
爆
者
団

 

戦
争
法
の
署
名
賛
同
の
方
に 

再
度
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

を
訴
え
る
活
動
を
報
告
し
ま

し
た
。
新
婦
人
府
本
部
の
長

岡
ゆ
り
子
さ
ん
は
、
署
名
を

集
め
る
「
べ
っ
ぴ
ん
カ
フ
ェ
」

な
ど
創
意
あ
ふ
れ
る
取
り
組

み
を
報
告
し
ま
し
た
。 

大
勝
地
平
さ
ん
は
「
現
地
で
学
ん
だ
こ

と
を
み
ん
な
に
」
。
大
教
組
の
岡
本
亮

介
さ
ん
は
、
「
今
回
の
参
加
に
感
動
し

て
い
ま
す
」
（
同
じ
く
大
教
組
か
ら
参

加
の
中
林
真
理
子
さ
ん
は
、
組
合
大
会

で
欠
席
）
。
大
学
四
年
生
の
山
本
樹
さ

ん
は
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
々
に
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
、
国
民
と
被
爆
者

は
賛
成
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
」

と
決
意
。
パ
ル
コ
ー
プ
の
増
田
博
さ
ん

は
、
「
初
め
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
緊

張
し
て
い
ま
す
」
。
団
長
の
岩
田
幸
雄

さ
ん
は
、
「
今
回
の
代
表
団
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
奮
闘
の
成
果
。
こ
の
こ

と
を
忘
れ
ず
、
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
」

と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。 

も
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
の
決

意
。
老
健
施
設
み
み
は
ら
の
岸
上
耕

平
さ
ん
は
、「
平
和
は
民
医
連
綱
領

で
も
う
た
っ
て
い
ま
す
」。
民
青
の

体
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
情
勢

は
す
ば
ら
し

い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
」

と
発
言
さ
れ

ま
し
た
。
Ａ
Ａ

Ｌ
Ａ
の
上
村

得
世
さ
ん
は
、

カ
ン
パ
九
万

円
を
集
め
て

大
阪
代
表
団

に
託
す
活
動

を
紹
介
。
八
尾

原
水
協
の
木

村
薫
さ
ん
は
、

第
５
５
回
定
期
総
会
成
功
裏
に

 
☆６月１５日に出発するニューヨーク行動大阪代

表団９名の壮行会も行われました 

意
気
高
く 

 

壮
行
会 

 

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
出

発
す
る
大

阪
代
表
団

の
壮
行
会

が
行
わ
れ 

全
員
が
決

意
を
表
明
。

戸
川
省
三

さ

ん

は

、

「
孫
五
人 

の
た
め
に 

 

６月度６・９行動 

☆６月６日（火）１２時～

☆上本町近鉄百貨店前

ヒバクシャ国際署名到達 

１１万８２１１筆 

 

国連舞台裏のドキドキ 

 

土
田
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｂ
（
世

界
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
執
行

委
員
。
国
際
会
議
は
ベ
テ
ラ
ン

で
す
が
、
さ
す
が
こ
の
国
連
会

議
で
の
演
説
を
待
つ
間
は
、
ハ

ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
。
た
っ
た

三
分
間
を
も
ら
う
の
に
一
日
半

待
ち
ま
し
た
。
各
国
を
代
表
す

る
首
脳
と
対
等
に
市
民
社
会
の

代
表
が
発
言
で
き
た
こ
と
は
、

国
連
で
も
画
期
的
な
こ
と
で
し

た
。
三
分
間
の
間
、
手
に
汗
ビ

ッ
シ
ョ
リ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 
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六
月
三
日
、
大
阪
グ
リ
ー

ン
会
館
で
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ
近
畿
訴
訟
の
全
面

勝
利
を
め
ざ
す
つ
ど
い
」
が
、

八
十
二
名
の
参
加
者
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

 

記
念
講
演
に
立
っ
た
高
草

木
博
・
日
本
原
水
協
代
表
理

事
は
、「
核
兵
器
全
面
禁
止
を

め
ざ
す
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
闘

い
」
の
演
題
で
、
現
在
の
核

兵
器
禁
止
条
約
を
め
ぐ
る
国

際
情
勢
と
ヒ
バ
ク
シ
ャ
運
動

の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に 

強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
草

案
で
は
、
前
文
で
被
爆
者
、

核
実
験
被
害
者
の
苦
難
に

特
別
に
留
意
し
、
ま
た
国

連
、
赤
十
字
と
と
も
に
市
民

社
会
の
運
動
と
被
爆
者
の

努
力
に
言
及
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
原
爆
投
下
か

ら
七
十
二
年
苦
難
に
満
ち

た
被
爆
者
運
動
に
敬
意
を

表
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
１

９
５
５
年
か
ら
の

私
た
ち
が
取
り
組

ん
で
き
た
原
水
爆

禁
止
運
動
を
高
く

評
価
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
毎

年
の
国
民
平
和
大

行
進
や
世
界
大
会

が
世
界
を
動
か
し

た
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
」
と
、
私

た
ち
に
大
き
な
確

信
と
な
る
講
演
で

し
た
。 

  

「国
連
会
議
」学
習 

 
 

☆
集
会
で
講
演
さ
れ
る
高
草
木
さ
ん 

☆昨年の柏原市大和川河川敷での出発集会より 

☆
Ａ
・
Ｇ
・
サ
ニ
ョ
さ
ん 

２０１７国民平和大行進 

府
内
行
進
６
月
３
０
日
ス
タ
ー
ト
！ 

 

今
年
も
２
０
１
７
年
国
民
平

和
大
行
進
・
東
京
～
広
島
コ
ー
ス

が
六
月
三
十
日
大
阪
に
入
っ
て

き
ま
す
。
大
阪
府
内
行
進
で
は
、

八
幹
線
コ
ー
ス
、
網
の
目
十
五
コ

ー
ス
の
計
二
十
三
コ
ー
ス
で
府

下
の
全
自
治
体
四
十
三
自
治
体

を
訪
問
し
ま
す
。
府
下
で
最
も
早

い
平
和
行
進
は
、
六
月
二
十
五
日

の
熊
取
町
～
泉
佐
野
コ
ー
ス
で

す
。
府
下
で
最
も
集
中
す
る
の
が

七
月
四
日
、
大
阪
市
内
で
行
進 

さ
れ
る
幹
線
１
コ
ー
ス
と
６
網

の
目
コ
ー
ス
で
す
。 

 

全
国
通
し
行
進
者
は
、
西
田 

好
重
さ
ん
（
滋
賀
県
原
水
協
）

で
す
。
東
京
～
広
島
ま
で
九
十

日
を
か
け
て
歩
い
て
お
り
、
現

在
愛
知
県
を
行
進
し
て
い
ま

す
。 

 

今
年
の
府
内
通
し
行
進
者
は

十
三
名
と
、
最
近
で
は
最
も
多

い
参
加
者
と
な
り
大
い
に
活
気

づ
い
た
府
内
行
進
と
な
り
そ
う

で
す
。 

 

今
年
五
年
目
と
な
る
国
際
青

年
平
和
リ
レ
ー
に
は
、
フ
イ
リ

ピ
ン
か
ら
二
名
の
青
年
が
参
加 

し
ま
す
。
ア
ブ

ザ
ル
・
サ
リ
ッ

ク
さ
ん
（
ミ
ン

ダ
ナ
オ
人
民
解

放
運
動
）、
Ａ
・

Ｇ
・
サ
ニ
ョ
さ

ん
（
平
和
を
教

え
、
平
和
運
動

を
つ
く
ろ
う
）

が

行

進

し

ま

す
。
サ
リ
ッ
ク

さ
ん
は
、
府
内

全
日
程
八
日
間 

サ

ニ

ョ

さ

ん

は
、
二
日
間
行

進
し
ま
す
。
二

人
を
支
え
る
カ

ン
パ
活
動
も
求

め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

現
在
、
各
コ

ー
ス
実
行
委
員

会

が

開

催

さ

れ
、
準
備
が
す

す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
大

阪
府
警
に
は
六

月
七
日
、
各
コ

ー
ス
の
申
請
が

行
わ
れ
ま
す
。 


